
  

一 

勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

勤
労
青
少
年
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
二
条
の
う
ち
第
四
条
の
改
正
規
定
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
一
条
及
び
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。 

第
二
条
の
う
ち
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
中
『
第
十
一
条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
運
輸
局
』
を
『
第

十
一
条
中
「
職
業
紹
介
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
』
に
、
「
第
五
条
の
五
」
を
「
第
五
条
の
五
第

一
項
本
文
」
に
、
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
本
文
」
に
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改

め
る
。 

第
二
条
の
う
ち
第
三
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
中
第
十
三
条
第
一
項
を
削
り
、

同
改
正
規
定
の
う
ち
同
条
第
二
項
中
「
、
学
校
卒
業
見
込
者
等
募
集
」
を
「
、
学
校
卒
業
見
込
者
等
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し

た
労
働
者
の
募
集
」
に
、
「
当
該
学
校
卒
業
見
込
者
等
募
集
」
を
「
当
該
募
集
」
に
、
「
青
少
年
雇
用
情
報
」
を
「
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
青
少
年
の
募
集
及
び
採
用
の
状
況
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
並
び
に
職
場
へ
の
定
着
の

促
進
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
青
少
年
の
適
職
の
選
択
に
資
す
る
情
報
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
次
条
に
お
い
て
「
青
少
年
雇
用
情
報
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。 



 

二 

第
二
条
の
う
ち
第
三
章
第
一
節
中
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
十
一

条
中
「
公
共
職
業
安
定
所
」
を
「
職
業
紹
介
事
業
者
」
に
、
「
と
き
」
を
「
こ
と
を
知
っ
た
と
き
」
に
、
「
第
五
条
の
五
」
を

「
第
五
条
の
五
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
「
か
か
わ
ら
ず
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え

る
。 第

四
条
中
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
の
前
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
五
条
の
五
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 
 

 

公
共
職
業
安
定
所
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
求
人
者
が
し

た
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
違
反
に
関
し
、
法
律
に
基
づ
く
処
分
、
公
表
そ
の
他
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。 

第
四
条
中
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
第
五
条
の
五
本
文
」
を
「
第
五
条
の
五
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。 

第
四
条
中
第
三
十
三
条
の
二
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
改
正
規
定
を
加
え
る
。 



  

三 

第
四
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
情
報
の
提
供
） 

第
四
十
一
条
の
二 

労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
で
あ
つ
て
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
を
超
え
る
も
の
は
、
当
該

募
集
を
行
う
に
際
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報
で
あ
つ
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

一
定
の
期
間
内
に
お
い
て
雇
い
入
れ
た
労
働
者
の
数
及
び
当
該
労
働
者
の
う
ち
退
職
し
た
者
の
数 

二 

そ
の
被
用
者
の
勤
続
期
間
の
状
況 

三 

そ
の
被
用
者
の
所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
時
間
の
労
働
及
び
休
日
の
労
働
の
状
況 

四 

そ
の
被
用
者
の
年
次
有
給
休
暇
（
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
取
得
の
状
況 

 

労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
で
あ
つ
て
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
が
三
百
人
以
下
の
も
の
は
、
当
該
募
集
を
行
う
に
際

し
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

四 

 

労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
提
供
す
る
に
当
た

つ
て
は
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
の
状
況
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
並
び
に
職
場
へ
の
定
着
の

促
進
に
関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
労
働
者
の
適
切
な
職
業
選
択
に
資
す
る
情
報
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
十
八
条
中
「
第
三
十
三
条
の
六
」
の
下
に
「
、
第
四
十
一
条
の
二
」
を
加
え
る
。 

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
船
員
職
業
安
定
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
十
五
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

地
方
運
輸
局
長
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
求
人
者
が
し
た

労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
違
反
に
関
し
、
法
律
に
基
づ
く
処
分
、
公
表
そ
の
他
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
。 



  

五 

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
規
定
」
の
下
に
「
、
第
四
条
の
規
定

（
職
業
安
定
法
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
二
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
、
第
五
条
の
規
定
及
び
附
則

第
十
二
条
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
条
の
」
を
「
第
六
条
の
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
十
九
条
を
附
則
第
二
十
条
と
し
、
附
則
第
十
八
条
を
附
則
第
十
九
条
と
し
、
附
則
第
十
七
条
を
附
則
第
十
八
条
と
す

る
。 附

則
第
十
六
条
中
「
附
則
第
十
四
条
」
を
「
附
則
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
十
七
条
と
す
る
。 

附
則
第
十
五
条
を
附
則
第
十
六
条
と
し
、
附
則
第
十
二
条
か
ら
附
則
第
十
四
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
附
則
第
十
一

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
十
二
条 

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 



 

六 

第
九
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
六
条
」
に
、
「
及
び
第
百
条
」
を
「
並
び

に
第
百
条
」
に
改
め
る
。 


